
　　　　　今、安曇野市中央図書館に清澤洌胸像が展示されています。この胸像は、「清沢洌胸像制作実行委員会」が制作し、平成12（2000）年５月20日に穂高会館で
披露されました。当時事務局を任されていた永沼孝致さんから平成31（2019）年３月に市教育委員会に寄贈されました。永沼さんは「安曇野に文書館ができて、私たちの
取り組みが記録されていくことがうれしい。」と語ってくれました。清澤洌資料は、今年、安曇野市指定文化財として登録されました。永沼さんの思いは、繋がっています。
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　 「中央公論」、「展望」に連載された小説
『安曇野』は、ハードカバー版となって昭和
40（1965）年６月10日、第一部が筑摩書房
から発刊されています。そして最終巻となる
第五部が昭和49（1974）年５月31日に発刊
されてから、今年は50年を数えます。筑摩
書房（株）は、小説『安曇野』（文庫本版）の
復刊を計画し、安曇野市では、クラウドファ
ンディングを実施する（５月30日から８月27日）など、復刊を支援する取組を行っています。今回、未公開資料を
含め臼井吉見関係資料の展示や講演会等を開催し、「安曇野」の名を広めるきっかけをつくった臼井吉見の人と
なりを再確認する機会とします。

　安曇野市ゆかりの先人についての研究者の一人に永沼孝致が
います。彼は、令和元（2019）年１２月に94歳で亡くなっています。
今年の６月にご遺族から関係資料321点が寄贈され、「永沼孝致
資料」として公開されました。
　彼は、平成5（1991）年から始まる「清澤洌研究会」（後、清澤洌
顕彰会に発展）の事務局長として会務を担いました。さらに『暗黒
日記』の輪読や20冊以上にのぼる清澤の著作、研究者の論考など
清澤に関わる膨大な資料を収集・整理し、清澤研究の第一人者と
して活躍しました。清澤について今まで十分に知られてこなかった

事実に触れた資料もあり、今後の清澤研究に
役立つものと期待されます。
　彼の関心は清澤にとどまらず、松澤求策、荻原守衛、上原良司など安曇野の先人た
ちへ、さらに木下尚江、永田廣志、田中正造、夏目漱石へと果てることなく広がっていま
す。自由民権運動や二・四事件の研究、「平和のための戦争展」や反核運動など、安曇
野における自由と民主主義の運動の貴重な記録も残されています。永沼孝致資料を手
にとって、その世界の広がりを確かめてください。

文書が映す安曇野の文化⑬　永沼孝致資料

小説『安曇野』 完結50周年企画 「邂逅」後期企画展

企画展等の予定
● バックヤードツアー
　【日時】　令和７年２月16日（日）
　【時間】　13:30～15:00

● 『堀金の宝』 刊行記念展示
　【期間】　令和７年１月12日（日）～３月31日（月）
　【会場】　安曇野市文書館閲覧コーナー

　

● 前期企画展　「古文書にみる安曇野」
　【期間】　令和７年５月11日（日）～８月31日（日）

● 後期企画展　「手記 80年の時を超えて」
　【期間】　令和７年９月14日（日）～12月28日（日）

生涯学習課との共催企画「小説『安曇野』ゆかりの地を訪ねて」

あとがき

【開館時間】　午前9時～午後5時
【休 館 日】　土曜日、祝日、12月29日から1月3日
【駐 車 場】　約50台（堀金支所・堀金公民館・堀金図書館共用）

利用案内

長野自動車道安曇野ICから約5km、自動車で約10分
JR大糸線豊科駅から約3km、自動車で約6分

ACCESS

■安曇野市文書館 案内図■
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安曇野市
堀金公民館講堂

【開催日時】 令和６年９月15日（日）午後１時30分～午後３時 （開場 午後１時）
【講　　師】 平沢　重人 （安曇野市文書館館長）

講  　座 「臼井と紡ぐ」

講 演 会 「歴史小説『安曇野』考 ～その芸術、文化交流史の時空間を読む～」

〇講演会：９月24日（火）から
〇講　座：８月27日（火）から

安曇野市文書館１階閲覧コーナー、 臼井吉見文学館 無料
令和６年９月８日（日）～12月27日（金）

小説『安曇野』文庫本

【開催日時】 令和６年10月20日（日）午後１時30分～午後３時（開場 午後１時）
【講　　師】 山崎　一穎 氏 （森鴎外記念館館長、前全国文学館協議会会長）
【講演要旨】明治・大正・昭和へと流れる時間、空間における人と人とのつながり、
　　　　　　村から都市へ、そして世界へと広がる大河歴史小説の世界を散歩する。

【開催日時】 令和６年11月17日（日）午後１時～午後4時
【見学場所】 木下尚江生家 （松本市歴史の里）、 墓碑 （臼井吉見、荻原碌山、井口喜源治）
参加料、人数、申込方法については、「安曇野市教育委員会生涯学習課安曇野アカデミー」  
で確認してください。

〈永沼孝致資料No.281　「清澤洌ノート」No.4〉（ノートに張り付けられた挨拶ハガキのコピー）
32歳で松本50連隊に召集された清澤は、一カ月で現役免除となりました。反骨精神あふれる挨拶状です。

安曇野市文書館
ホームページ ▲ ▲

令和７年度企画展

かい　こう

なが　ぬま　こう 　ち

かず ひで

〈永沼孝致資料No.155　岩波文庫『暗黒日記』〉
『暗黒日記』輪読の痕跡（文庫本では割愛された箇所が、
原本から余白に丹念に写し取られています。）

まつざわ きゅうさく

きのした   なお   え なが   た     ひろ   し た  なか  しょうぞう なつ   め    そう せき

おぎわ（は）ら もり    え うえ  はら  りょうじ
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　臼井は、昭和49（1974）年東筑摩塩尻教育会総会に招かれ、こう語っています。「なるべくちがった人間と
の対話、意見が違うからこそ、耳を傾けて聞き入り、それによって自分を高めることが可能になるわけでありま
す。そういう世界を全面的に繰り広げようというのが『安曇野』のもくろみでありました。あり得ない対話を含
めて、千人近くの登場者の対話を繰り広げました。それらの人は、それぞれが主役であって、脇役は一人もい
ない。堂々たる一個の主役として描いたつもりでおります。」臼井が著した小説『安曇野』は、臼井自身が生き
方の根本とした「出会いと対話」を具象化したものです。その一端を紹介します。

　昭和44（1969）年11月に記されています。この年４月臼井は、糖尿病治療のため
虎の門病院に入院、10月に退院しています。自身の治療と重ねながら臼井の無事退
院を安堵している内容が綴られています。企画展では、翻刻文と併せて展示します。

　吉村昭は、『私の文学漂流』（1992年新潮社）第11章「会社勤め」の中で「七月に入っ
て間もなく、創作集『少女架刑』の見本が出来、南北社に行って、その帯に印刷された
臼井氏の文章を読んだ私は、涙をおさえかねた。「『少女架刑』のような、誰も試みな
かった名作が、数年前に書かれていたのに、僕など何も知らず、思えばうかつであった。
（後略）」「文学者」を受け取ることをこばまれて臼井氏の家を出た時、激しくよろめいた自
分のことがよみがえった。この一文を読んで、小説を書きつづけてきてよかった、生きて
いてよかった、と思った。」と記しています。令和３（2021）年吉村昭のご遺族吉村司氏
から、臼井吉見宛書簡の公開許諾についての文書をいただきました。「母曰く、父は臼
井吉見氏を非常に尊敬していた。褒められると天にも昇る心地だったと先ほど夕食の席
で話題になりました。」の一文が添えられていました。吉村昭は、臼井吉見文学館開館１
周年記念講演会において「臼井先生のこと」と題した講演を行っています。

　東京女子大での教え子の一人永井路子の『臼井吉見集２』の月報です。「戦後、評論
家として活躍されている先生を「遥拝」しているうち、思いがけない機会がやってきた。
『婦人公論』に「15年目のエンマ帖」というタイトルの企画があり、歴史ものを書きはじめ
ていた私も御指名にあずかったのである。まだ、懸賞小説に入選したくらいで、雑誌社勤
めをしていたころのことだ。先生の御質問は鋭かった。ときどき、ぎょっとするような切り
込み方をなさる。まさに十五年目に面接試験をうけている感じだった。しかし、書いて下
さった御文章はやさしく、「武士の情」にあふれていた。本当のエンマ帖にはかなりきび
しい点がつけられたのだろうが、と思いながら女子大の試験の記憶をよみがえらせてい
た。」令和３（2021）年９月14日、自筆の書簡資料公開承諾の一筆が当館に届きました。

　当館で保管する『暗黒日記』をはじめとする清澤洌ゆかりの
資料一式（清澤洌資料）が、「清澤洌文庫」として令和６
（2024）年６月26日に市有形文化財に指定されました。「これ
らの資料がふるさと安曇野に一連のものとして揃っていること
は非常に意味のあることで、清澤の足跡や交友関係などを現
代に伝える系統的にまとまった、学術的に価値の高い資料」と
評価され、指定に至りました。
　ここでは文化財指定を記念し、「清澤洌文庫」の一部を紹
介します。どの資料も当館で複写物を閲覧できますので、ぜ
ひご利用ください。

　『戦争日記』は、昭和17（1942）
年12月から亡くなる直前の昭和
20（1945）年５月まで書かれた清澤の戦時中の日記です。清澤の死後、昭和29
（1954）年に『暗黒日記』（東洋経済新報社）として刊行されました。当館ではこの原本
４冊を保管しており、日記の全文を読むことができます。

　この日記には、当時の政治や外交、戦争政策などが記録され、清澤自身の考えや批判も書き込んでいます。清
澤の字は癖があって少し読みにくいところもありますが、日記の原本を読ん
で、彼の思想に直接触れてみるのはいかがでしょうか。なお、『戦争日記』の原
本は「信州デジタルコモンズ」（運営：県立長野図書館）において、アーカイブ
化した資料を公開していますので、ぜひご利用ください。

　資料の１つに、清澤に関する新聞記事をまとめた「スクラップブック」があ
ります。このスクラップブックは、清澤の妻 綾子が作成したもので、大正12
（1923）年～昭和17（1942）年の清澤自身が書いた記事や、清澤のことにつ
いて書かれた記事があります。右の写真は、綾子が新聞を切り抜いている様
子を撮影したものです。綾子が丁寧に記事を保存してくれたおかげで、清澤
の思いの一端をうかがい知ることができます。
　資料群の中には他にも、書籍や論文、講演集、吉田茂や石橋湛山等から出
された書簡類、プレスカード等の愛用品もあります。清澤洌や「清澤洌文庫」
（清澤洌資料）についてもっと知りたい方は、『安曇野市文書館紀要　第３
号』（１冊500円（税込））に、これらの資料を用いた企画展「多元主義社会を
生きる～自由主義擁護の旗手清澤洌の思想を通して～」についてまとめてい
ますので、ご覧ください。

臼井吉見の「出会いと対話」の物語 市有形文化財 「清澤洌文庫」 を紹介します

〇『戦争日記（暗黒日記）』（清澤洌資料 No.１～４）

〇「スクラップブック」 （清澤洌資料 No.42、No.120～129）

きよ　　さわ　きよし

＜清澤洌資料No.41「アルバム３」より＞

＜吉村生原稿（吉村昭記念文学館）＞

＜清澤洌資料No.127「スクラップブック」＞

信州デジタル
コモンズ ▲ ▲

〇川端康成 臼井吉見宛書簡
かわ  ばた   やす   なり

〇吉村昭 著 『私の文学漂流』
よし  むら あきら

〇永井路子 臼井吉見宛書簡
なが    い     みち    こ
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清澤  洌
（明治23(1890)年-昭和20(1945)年）

旧北穂高村青木花見（現安曇野市穂高北穂高）出身の
ジャーナリスト。明治36(1903)年に研成義塾に入り、井
口喜源治のもとで学んだ。明治39(1906)年に渡米し、邦
字新聞の記者として活動した。帰国後は、中外商業新報
社、また朝日新聞社の記者として活動するかたわら、政
治や外交、社会情勢等に関する数々の書籍を執筆した。

あ    お    け   み
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